



















Eddy Current Testing using Fluxgate Magnetic Sensor



























































図 1（b）　ダブル D コイルと磁気センサが欠陥のある金属板上に設置
された場合
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縦横 20cm，厚さ 4mm の Al 合金板（A1050）の中心付近に模
擬欠陥の一つとして長さ 10mm，幅 0.15mm の貫通スリット
を設けたものを用意した。他に模擬欠陥の長さや幅を変えた
ものも用意した。最初に長さ 10mm の欠陥を検出するために，




さらに 20mm 上方にセンサ本体がある。図 3 に試行結果を示










表面に厚さ 1mm の Al 板を重ねた状態で検査を試みた。この
際，渦電流が浸透する深さを大きくするため，渦電流の周波
数を 70Hz まで低下させた。ダブル D コイルに周波数 70Hz，
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200mApp の 電 流 を 印 加 し た。 こ の と き，Al 板 の 導 電 率 が












小型化した。小さな欠陥として，縦横 20cm，厚さ 4mm の Al
合金板（A1050）に長さ 2mm，幅 0.1mm，深さ 0.5mm の模
擬欠陥を形成した試料に対して検査を行った。この試験では
直径 5mm のダブル D コイルを用いた。検査の結果を図 5 に
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図 4　長さ 10mm，幅 0.15mm の模擬欠陥（1mm カバー層有）の検査結果
検査領域（100mm × 100mm）
図 5　長さ 2mm，幅 0.1mm，深さ 0.5mm の模擬欠陥に対する検査結果
検査領域（100mm × 100mm）
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